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【
１
】
法
改
正
に
向
け
て

　

今
年
３
月
13
日
、
第
１
９
６
回

通
常
国
会
に
「
民
法
及
び
家
事
事

件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
お
よ
び
「
法
務
局
に
お
け

る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法

律
案
」
が
提
出
さ
れ
た
（
以
下
、

改
正
法
案
）。
こ
れ
ら
は
、
法
制

審
議
会
の
民
法
（
相
続
関
係
）
部

会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
き
た
い

わ
ゆ
る
相
続
法
の
見
直
し
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
相
続
法
制
の

約
40
年
ぶ
り
の
大
き
な
見
直
し
で

あ
り
、
内
容
も
多
岐
に
亘
る
（
図

表
１
参
照
）。
本
稿
で
は
、
金
融

実
務
へ
の
影
響
の
観
点
か
ら
特
に

重
要
な
見
直
し
と
考
え
ら
れ
る
も

の
を
解
説
す
る
。

【
２
】
配
偶
者
居
住
権
の
創
設

⑴　

現
行
の
問
題
点

　

今
回
の
見
直
し
の
趣
旨
の
一
つ

に
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
の
中
で

老
老
相
続
が
増
加
し
、
特
に
高
齢

と
な
り
が
ち
な
「
残
さ
れ
た
配
偶

者
」
の
生
活
に
配
慮
す
る
必
要
性

の
高
ま
り
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
に
、
配
偶
者
の

居
住
保
護
の
問
題
が
あ
る
。

現
行
で
は
、
遺
言
等
が
な
い

場
合
、
被
相
続
人
の
所
有
す

る
住
居
は
相
続
開
始
と
同
時

に
共
同
相
続
人
全
員
の
共
有

と
な
る
た
め
、
そ
の
住
居
で

同
居
し
て
い
た
相
続
人
が
そ

の
ま
ま
住
み
続
け
る
こ
と
が

困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
み
ら

れ
た
。
住
宅
自
体
を
相
続
さ

せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

預
貯
金
な
ど
他
の
財
産
の
分

け
前
が
少
な
く
な
る
た
め
、

特
に
高
齢
の
配
偶
者
の
場
合

に
は
生
活
資
金
が
不
足
し
て

し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。

⑵　

改
正
法
案
の
内
容

　

被
相
続
人
の
配
偶
者
の
居
住
を

保
護
す
る
た
め
、「
配
偶
者
短
期

居
住
権
」
お
よ
び
「
配
偶
者
居
住

権
（
長
期
居
住
権
）」
の
二
つ
の

権
利
を
創
設
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。
配
偶
者
居
住
権
と
は
、
相

続
開
始
時
（
被
相
続
人
死
亡
時
）

に
被
相
続
人
の
所
有
す
る
住
宅
で

同
居
し
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
、

原
則
と
し
て
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、

無
償
で
住
み
続
け
る
こ
と
を
認
め

る
権
利
で
あ
る
。

　

配
偶
者
に
配
偶
者
居
住
権
を
取

得
さ
せ
る
方
法
は
、
遺
贈
（
遺
言

図表１　改正法案の見直しの一覧
見直しの項目 細　　　目

配偶者の居住権の創設 配偶者短期居住権、配偶者居住権（長期居住権）の創設

遺産分割に関する見直し 配偶者保護のための方策、預貯金の仮払い制度の創設等、一部
分割、遺産分割前に処分された財産の扱い

遺言制度に関する見直し 自筆証書遺言の方式緩和・保管制度の創設、遺贈の担保責任等、
遺言執行者の権限の明確化等

遺留分制度に関する見直し 遺留分減殺請求の効力等の見直し、遺留分の算定方法の見直し、
遺留分侵害額の算定における債務の取扱いに関する見直し

相続の効力等に関する見
直し

権利の承継に関する見直し、義務の承継に関する見直し、遺言
執行者がある場合における相続人の行為の効果等

相続人以外の者の貢献 相続人以外の者の貢献

（注）下線部は今回解説している項目。
（出所）改正法案を基に大和総研作成

小林　章子

民法（相続分野）改正法案と
金融実務への影響

　相続法制の約40年ぶりの大改正が目前に迫り、預金払戻しな
どをはじめとした実務への影響も大きい。そこで本稿では、今国
会に提出された民法等の改正法案を基に、改正法が相続関係の金
融実務に与える影響を考察する。

特別企画１
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に
よ
る
贈
与
）
で
予
め
定
め
て
お

く
ほ
か
、
遺
産
分
割
に
よ
り
取
得

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
配
偶
者

は
遺
産
分
割
に
お
い
て
そ
の
財
産

的
価
値
相
当
額
を
相
続
し
た
も
の

と
扱
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
居
住
権

以
外
の
財
産
の
取
り
分
は
減
る
が
、

住
居
自
体
を
相
続
し
た
場
合
と
比

較
す
る
と
評
価
額
が
低
く
な
る
た

め
、
配
偶
者
の
居
住
を
保
護
し
つ

つ
他
の
財
産
も
で
き
る
だ
け
取
得

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

権
利
の
内

容
は
賃
借
権

と
類
似
し
て

い
る
が
、
特

に
注
意
し
た

い
の
は
、
こ

の
権
利
が
住

宅
の
全
部
に

つ
い
て
発
生

す
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば

２
階
建
て
の

戸
建
て
の
１

階
部
分
を
店

舗
と
し
て
使

用
し
、
２
階

部
分
を
住
居

と
し
て
使
っ

て
い
た
場
合
、

１
階
の
店
舗

部
分
を
含
め
た
建
物
全
体
に
つ
い

て
配
偶
者
居
住
権
が
発
生
す
る
。

ま
た
、
配
偶
者
の
利
用
方
法
に
も

制
限
が
あ
る
。
店
舗
部
分
を
新
た

に
住
居
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は

問
題
が
な
い
が
、
逆
に
住
居
部
分

を
新
た
に
店
舗
や
賃
貸
に
利
用
し

た
り
、
改
築
・
増
築
を
し
た
り
す

る
場
合
に
は
建
物
の
所
有
者
（
他

の
相
続
人
）
の
承
諾
が
必
要
に
な

り
、
こ
れ
に
反
し
た
場
合
は
所
有

者
か
ら
権
利
の
消
滅
請
求
が
さ
れ

う
る
。

　

ま
た
、
こ
の
権
利
は
登
記
（
設

定
登
記
）
す
れ
ば
第
三
者
に
も
主

張
（
対
抗
）
で
き
る
う
え
、
配
偶

者
は
住
宅
の
所
有
者
に
対
し
て
登

記
手
続
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

（
登
記
請
求
権
）、
こ
の
点
で
賃
借

権
よ
り
強
力
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑶　

実
務
へ
の
影
響

　

配
偶
者
居
住
権
は
、例
え
ば「
配

偶
者
に
そ
の
ま
ま
住
宅
に
住
み
続

け
て
も
ら
い
、
生
活
資
金
と
し
て

預
貯
金
な
ど
他
の
財
産
も
で
き
る

だ
け
残
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

相
談
に
対
す
る
一
つ
の
解
決
策
と

な
る
だ
ろ
う
。
住
宅
自
体
は
子
に

相
続
さ
せ
、
配
偶
者
に
は
配
偶
者

居
住
権
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
で
ニ

ー
ズ
を
実
現
で
き
る
。
な
お
、
後

日
の
紛
争
を
避
け
る
た
め
に
は
予

め
遺
贈
で
定
め
て
お
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

ま
た
、
実
務
上
は
、
配
偶
者
居

住
権
や
配
偶
者
居
住
権
付
き
の
不

動
産
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
べ
き
か
が
重
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
遺
産
分
割
の
際
の
評
価
方

法
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
全
員
が

合
意
し
た
場
合
の
利
用
を
想
定
し

た
「
簡
易
な
評
価
方
法
」
が
改
正

の
議
論
の
段
階
で
示
さ
れ
て
お
り

（
図
表
２
）、
こ
れ
を
参
考
に
実
務

が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

相
続
税
で
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

は
通
達
（
財
産
評
価
基
本
通
達
）

の
改
正
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
相
続
の
場
面
の
ほ
か
、

特
に
金
融
実
務
に
お
い
て
は
、
不

動
産
を
担
保
と
す
る
融
資
審
査
の

際
の
評
価
が
問
題
と
な
り
う
る
と

図表２　配偶者居住権の評価方法例
■建物の評価方法例
①建物の価額（固定資産税評価額）
　＝②配偶者居住権付所有権の価額＋③配偶者居住権の価額
②配偶者居住権付所有権の価額（注1）

　＝①固定資産税評価額×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×ライプニッツ係数（注4）

③配偶者居住権の価額
　＝①固定資産税評価額－②配偶者居住権付所有権の価額
■敷地利用権の評価方法例（一戸建ての場合）（注5）

①配偶者居住権付敷地の価額
　＝敷地の固定資産税評価額〔÷0.7〕（注6）×ライプニッツ係数
②配偶者居住権に基づく敷地利用権
　＝敷地の固定資産税評価額〔÷0.7〕－配偶者居住権付敷地の価額

（注1）計算結果がマイナスとなる場合は0円とする。
（注2）住宅用建物の場合、木造では22年、鉄筋コンクリート造では47年。
（注3）配偶者居住権の存続期間が終身の場合、簡易生命表記載の平均余命の値を使用する。
（注4）ライプニッツ係数は、民法（債権法）改正で変更される（2020年4月1日施行）。
（注5）ライプニッツ係数の代わりに「敷地利用権割合」を用いる方法例もあげられている。
（注6）固定資産税評価額（公示価格の70％）を公示価格に割り戻すことも考えられる。
（出所）法制審議会民法（相続関係）部会第19回会議資料19-2「長期居住権の簡易な評価方法に

ついて」を基に大和総研作成

法定耐用年数－（経過年数＋存続年数（注3））
法定耐用年数（注2）－経過年数
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思
わ
れ
、
各
金
融
機
関
に
お
い
て

は
予
め
社
内
基
準
を
設
定
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
既
に
担
保
が
設
定
さ
れ

た
不
動
産
に
配
偶
者
居
住
権
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
通
常
担
保
登
記

が
先
行
す
る
た
め
、
配
偶
者
居
住

権
は
対
抗
で
き
ず
、
評
価
上
の
問

題
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【
３
】
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度

の
創
設

⑴　

現
行
の
取
扱
い

　

近
年
の
最
高
裁
の
判
例
変
更
に

よ
り
、
複
数
の
相
続
人
に
共
同
相

続
さ
れ
た
預
貯
金
は
遺
産
分
割
の

対
象
と
な
る
。
相
続
人
が
遺
産
分

割
前
に
個
別
の
払
戻
し
を
求
め
て

き
た
場
合
、
相
続
人
全
員
の
同
意

が
な
い
限
り
、
金
融
機
関
は
こ
れ

を
拒
絶
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

金
融
機
関
で
の
取
扱
い
が
明
確

に
な
っ
た
反
面
、
相
続
開
始
後
遺

産
分
割
終
了
ま
で
の
間
に
相
続
債

務
や
葬
儀
費
用
の
支
払
い
、
相
続

人
の
生
活
費
な
ど
の
緊
急
な
払
戻

し
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い

て
は
二
重
払
い
リ
ス
ク
が
生
じ
る

た
め
、
従
来
の
例
外
的
な
払
戻
し

対
応
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　

改
正
法
案
の
内
容

　

相
続
人
の
払
戻
し
需
要
に
応
じ

る
た
め
、
共
同
相
続
さ
れ
た
預
貯

金
に
つ
い
て
、
遺
産
分
割
前
で
も

相
続
人
に
仮
に
払
い
戻
す
こ
と
を

認
め
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
①
家
庭
裁
判
所
で

の
手
続
き
（
保
全
処
分
）
を
利
用

す
る
方
法
と
、
②
裁
判
所
外
で
の

相
続
人
単
独
で
の
払
戻
し
を
認
め

る
方
法
の
二
つ
の
方
法
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

　

方
法
①
は
、
家
庭
裁
判
所
に
遺

産
分
割
の
審
判
ま
た
は
調
停
を
申

し
立
て
、
あ
わ
せ
て
預
貯
金
の
仮

払
い
を
申
し
立
て
る
方
法
で
あ
る
。

申
立
人
は
仮
払
い
の
必
要
性
（
相

続
債
務
の
弁
済
や
相
続
人
の
生
活

費
に
充
て
る
た
め
な
ど
）
を
疎
明

す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
費
用
と

時
間
を
要
す
る
点
で
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
他
方
で
仮
払
い
の
金
額

に
上
限
は
な
く
、
申
立
て
額
の
範

囲
内
で
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

特
定
の
預
貯
金
の
全
部
を
取
得
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

方
法
②
は
、
相
続
人
が
銀
行
の

窓
口
で
直
接
払
戻
し
の
手
続
き
を

す
る
方
法
で
あ
る
。
仮
払
い
の
必

要
性
も
要
求
さ
れ
ず
、
裁
判
手
続

き
が
不
要
な
た
め
費
用
と
時
間
が

節
約
で
き
る
も
の
の
、
仮
払
い
の

金
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
相
続
開
始
時
の

預
貯
金
債
権
の
額
（
口
座
ご
と
）

×
３
分
の
１
×
（
仮
払
い
を
求
め

る
相
続
人
の
）
法
定
相
続
分
」
か

つ
「
債
務
者
（
金
融
機
関
）
ご
と

（
複
数
の
口
座
が
あ
る
場
合
は
合

算
）
に
法
務
省
令
で
定
め
る
額
」

が
上
限
と
な
る
。「
法
務
省
令
で

定
め
る
額
」
は
現
時
点
で
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

を
踏
ま
え
る
と
１
０
０
万
円
台
で

定
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

実
務
へ
の
影
響

　

仮
払
い
制
度
の
創
設
に
よ
り
、

銀
行
は
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
二

重
払
い
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
な
く

払
戻
し
に
応
じ
ら
れ
る
反
面
、
相

続
人
か
ら
の
払
戻
し
請
求
に
対
す

る
対
応
が
必
要
と
な
る
。
金
融
機

関
と
し
て
は
、
新
法
の
施
行
ま
で

に
あ
ら
か
じ
め
社
内
手
続
き
を
整

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

方
法
①
で
は
、
金
融
機
関
は
相

続
人
か
ら
仮
処
分
の
内
容
が
確
認

で
き
る
書
類
（
仮
払
い
決
定
書
、

戸
籍
謄
本
等
）
の
提
出
を
受
け
た

上
で
、
そ
の
仮
処
分
の
内
容
に
従

っ
て
払
い
戻
せ
ば
よ
い
。
仮
に
そ

の
後
に
相
続
人
間
で
仮
払
い
に
つ

き
紛
争
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
そ

の
払
戻
し
は
準
占
有
者
へ
の
弁
済

と
し
て
有
効
と
な
る
た
め
問
題
は

生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

方
法
②
は
仮
払
い
金
額
に
上
限

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
超
過
し
た

払
戻
し
部
分
に
つ
い
て
は
二
重
払

い
の
リ
ス
ク
を
負
う
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
金
融
機
関
は
相
続
人
か

ら
の
払
戻
し
請
求
の
金
額
に
つ
い

て
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
賃
料
の
振
込
な
ど
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に
よ
り
相
続
開
始
後
に
発
生
し
た

預
貯
金
は
仮
払
い
の
対
象
外
と
な

る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
複
数
の
預
貯
金
口
座
が
開

設
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ど
の
口
座

か
ら
払
い
戻
す
か
は
相
続
人
の
選

択
に
よ
る
も
の
の
、
中
途
解
約
に

よ
り
相
続
人
に
不
利
益
が
生
じ
う

る
定
期
預
金
な
ど
の
払
戻
し
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
不
利

益
を
説
明
し
た
上
で
普
通
預
金
か

ら
の
払
戻
し
を
提
案
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

【
４
】
遺
言
制
度
の
見
直
し

⑴　

自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
緩
和

①　

現
行
の
取
扱
い

　

遺
言
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
特
定
の
財
産
を
特
定
の
相
続
人

に
承
継
さ
せ
た
い
場
合
な
ど
は
、

財
産
の
特
定
に
関
す
る
事
項
（
財

産
目
録
）
を
記
載
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
不
動
産
で
あ
れ
ば
登

記
事
項
（
所
在
地
・
地
目
・
地
番
・

地
積
な
ど
）、
預
貯
金
で
あ
れ
ば

金
融
機
関
名
・
口
座
番
号
な
ど
で

あ
り
、
本
文
と
は
別
に
別
紙
で
添

付
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
遺
言
書

全
文
の
自
書
が
必
要
な
自
筆
証
書

遺
言
の
場
合
、
こ
の
財
産
目
録
に

つ
い
て
も
自
書
を
要
す
る
た
め
、

特
に
遺
言
者
が
高
齢
の
場
合
な
ど

は
作
成
の
負
担
が
大
き
く
、
遺
言

書
の
利
用
を
妨
げ
る
要
因
に
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

②　

改
正
法
案
の
内
容

　

こ
の
作
成

方
法
を
一
部

緩
和
し
、
別

紙
と
し
て
添

付
す
る
場
合

に
限
っ
て
、

財
産
目
録
の

自
書
を
不
要

と
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
代

わ
り
の
作
成

方
法
と
し
て
、

改
正
の
議
論

の
段
階
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
で

作
成
し
た
書

面
や
、
登
記
事
項
証
明
書
や
預
金

通
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
添
付
す
る

方
法
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
表

３
）。

③　

実
務
へ
の
影
響

　

相
続
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
自
筆
証

書
遺
言
の
作
成
を
提
案
す
る
際
に

は
、
財
産
目
録
の
作
成
が
簡
単
に

な
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が

有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
方

法
で
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
に
基
づ

い
て
相
続
手
続
き
を
求
め
ら
れ
た

場
合
の
社
内
手
続
き
を
整
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は

別
紙
と
し
て
認
め
る
書
面
の
種
類

（
上
記
の
書
面
の
ほ
か
、残
高
証
明

書
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
）、
有
効

性
の
審
査
の
手
順
な
ど
を
規
定
し

図表３　財産目録（別紙）のサンプル例

（出所）法制審議会民法（相続関係）部会第25回会議参考資料を基に大和総研作成

①自筆部分をパソコンで作成した例

③登記事項証明書を利用した例 加除・訂正は遺言者の
自書・押印が必要

別紙の全てのページに
遺言者の署名・押印が必要

②普通預金通帳のコピーを利用した例
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て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
有

効
性
の
審
査
に
お
い
て
は
、
財
産

が
特
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の

観
点
か
ら
、
個
別
の
遺
言
書
ご
と

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

⑵　

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度

①　

現
行
の
取
扱
い

　

自
筆
証
書
遺
言
は
遺
言
者
の
家

で
保
管
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ

り
、
公
正
証
書
遺
言
の
よ
う
に
作

成
後
の
遺
言
書
（
原
本
）
を
公
的

機
関
に
保
管
す
る
制
度
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
続
発
生
ま
で
遺
言

書
の
存
在
を
隠
し
て
お
け
る
反
面
、

日
付
の
記
載
や
署
名
・
押
印
な
ど

の
方
式
の
不
備
や
、
紛
失
や
変
造

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
相
続

開
始
後
に
遺
言
書
の
存
在
や
有
効

性
を
巡
っ
て
紛
争
が
生
じ
や
す
い
。

②　

改
正
法
案
の
内
容

　

自
筆
証
書
遺
言
（
原
本
）
を
法

務
局
に
保
管
す
る
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
図

表
４
）。
こ
の
制
度
を
利
用
し
た

場
合
、
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
手

続
き
が
不
要
に
な
る
た
め
、
遺
言

書
に
基
づ
き
即
座
に
遺
産
分
割
手

続
き
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

実
務
へ
の
影
響

　

保
管
制
度
を
利
用
し
た
遺
言
書

に
基
づ
い
て
相
続
手
続
き
を
求
め

ら
れ
た
場
合
の
社
内
手
続
き
を
整

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
保
管
制
度
で
は
遺
言
書
の
原
本

は
法
務
局
で
保
管
さ
れ
る
た
め
、

現
行
の
実
務
で
提
出
を
求
め
て
い

る
遺
言
書
（
原
本
）
の
代
わ
り
に
、

「
遺
言
書
の
画
像
情
報
等
の
証
明

書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
保
管
制
度

で
は
検
認
手
続
き
自
体
が
不
要
と

な
る
た
め
、
現
行
の
実
務
で
提
出

を
求
め
て
い
る
検
認
調
書（
謄
本
）

の
提
出
は
不
要
と
な
る
。

【
５
】
遺
留
分
減
殺
請
求
の
効
力

⑴　

現
行
の
取
扱
い

　

遺
留
分
と
は
、
遺
贈
や
生
前
贈

与
な
ど
に
よ
り
特
定
の
者
だ
け
に

財
産
が
遺
さ
れ
た
場
合
で
も
、
兄

弟
姉
妹
以
外
の
法
定
相
続
人
（
遺

留
分
権
利
者
）
に
対
し
て
特
別
に

保
障
さ
れ
る
、
最
低
限
の
遺
産
の

取
り
分
の
こ
と

で
あ
る
。
現
行

で
は
、
こ
の
遺

留
分
権
利
者
か

ら
遺
留
分
義
務

者
に
対
し
て
、

遺
留
分
を
求
め

る
請
求
（
遺
留

分
減
殺
請
求
）

が
さ
れ
る
と
、

減
殺
さ
れ
た
財

産
は
そ
の
限
度

で
遺
留
分
権
利

者
の
も
の
と
な

る
効
力
が
生
じ

る（
現
物
返
還
）。

⑵　

改
正
法
案

の
内
容

　

こ
の
効
力
に

つ
い
て
抜
本
的

に
見
直
し
、
遺
留
分
権
利
者
か
ら

の
「
遺
留
分
侵
害
額
請
求
」
に
よ

っ
て
金
銭
債
権
が
発
生
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
遺
留
分
権

利
者
は
遺
留
分
義
務
者
に
対
し
て

遺
留
分
侵
害
額
に
相
当
す
る
金
銭

の
請
求
の
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

複
雑
な
共
有
関
係
な
ど
は
生
じ
な

く
な
る
。

⑶　

実
務
へ
の
影
響

　

現
行
で
は
預
貯
金
債
権
に
つ
い

て
遺
留
分
減
殺
請
求
が
さ
れ
た
場

図表４　自筆証書遺言の保管制度の手続きの流れ

・自筆証書遺言（無封のみ、原本）を法務局に持参して申請（代理申請不可）
・申請先は遺言者の住所地・本籍地・所有不動産の所在地を管轄する指定法務局
・申請後、遺言書の返還請求または閲覧請求可

・遺言書を審査（形式審査のみ）、保管
・遺言書の画像情報を保存し法務局間で共有

・遺言者の相続人・受遺者・遺言執行者は、①遺言書の保管されている法務局の
名称等の証明書の交付、②遺言書の閲覧、③遺言書の画像情報等の証明書の交
付を請求可
・請求先は①および③は全ての指定法務局、②は保管法務局
・相続人等の１人が②または③の手続をした場合、法務局からその他の相続人等
へ遺言書を保管している旨が通知される
・家庭裁判所での遺言書の検認手続不要

遺言者によ
る保管申請

法務局によ
る保管手続

相続開始後
の手続

（注）手続書類等の詳細は今後法務省令で規定される。
（出所）改正法案を基に大和総研作成
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合
、
そ
の
預
貯
金
は
減
殺
の
限
度

で
遺
留
分
権
利
者
の
も
の
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
金
融
機
関
と
し
て
は

預
貯
金
者
と
な
っ
た
遺
留
分
権
利

者
か
ら
の
払
戻
し
請
求
に
応
じ
る

必
要
が
あ
り
、
既
に
遺
留
分
義
務

者
に
払
い
戻
し
て
い
た
場
合
に
は

二
重
払
い
の
リ
ス
ク
を
負
う
可
能

性
が
あ
っ
た
。
改
正
法
案
で
は
、

遺
留
分
権
利
者
は
遺
留
分
義
務
者

へ
の
請
求
権
を
取
得
す
る
の
み
で
、

預
貯
金
自
体
は
取
得
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
金
融
機
関
が
現
行
の

よ
う
な
二
重
払
い
の
リ
ス
ク
を
負

う
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
が
担
保
に
と

っ
て
い
る
不
動
産
に
遺
留
分
減
殺

請
求
が
さ
れ
た
場
合
、
現
行
で
は

遺
留
分
義
務
者
と
遺
留
分
権
利
者

と
の
共
有
に
な
る
な
ど
、
担
保
権

者
と
し
て
の
権
利
行
使
が
複
雑
に

な
り
え
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態

も
生
じ
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
６
】
相
続
の
効
力
等

⑴　

権
利
の
承
継
に
関
す
る
見
直

し

①　

現
行
の
取
扱
い

　

相
続
人
が
法
定
相
続
分
を
超
え

る
相
続
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
、

そ
の
取
得
を
第
三
者
に
主
張
す
る

た
め
に
登
記
な
ど
の
対
抗
要
件
が

必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現

行
で
は
取
得
の
方
法
に
よ
り
取
扱

い
が
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

遺
贈
や
遺
産
分
割
の
場
合
は
対
抗

要
件
が
必
要
で
あ
る
が
、
相
続
分

の
指
定
や
、
遺
産
分
割
方
法
の
指

定
（
い
わ
ゆ
る
「
相
続
さ
せ
る
」

遺
言
）
の
場
合
は
対
抗
要
件
を
不

要
と
す
る
判
例
上
の
取
扱
い
が
確

立
し
て
い
る
。

②　

改
正
法
案
の
内
容

　

法
定
相
続
分
を
超
え
る
相
続
財

産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
財
産
の

取
得
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て

対
抗
要
件
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。

③　

実
務
へ
の
影
響

　

相
続
分
の
指
定
や
遺
産
分
割
方

法
の
指
定
に
よ
り
承
継
さ
れ
た
場

合
、
現
行
で
は
常
に
相
続
人
の
権

利
承
継
が
優
先
す
る
も
の
と
し
て

扱
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
改
正
法

案
で
は
常
に
対
抗
要
件
の
先
後
に

よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
銀

行
の
預
金
者
が
死
亡
し
、「
相
続

さ
せ
る
」
遺
言
で
預
金
全
額
を
相

続
し
た
相
続
人
Ｘ
か
ら
の
承
継
の

通
知
と
、
預
金
者
（
被
相
続
人
）

の
債
権
者
Ｙ
か
ら
の
差
押
通
知
が

あ
っ
た
と
き
、
Ｙ
の
差
押
通
知
が

先
行
し
た
場
合
は
、
預
金
の
う
ち

Ｘ
の
法
定
相
続
分
を
超
え
る
額
に

つ
い
て
は
、
Ｙ
が
優
先
し
て
払
戻

し
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑵　

義
務
の
承
継
に
関
す
る
見
直

し
①　

現
行
の
取
扱
い

　

現
行
で
は
、
遺
言
で
法
定
相
続

分
と
異
な
る
相
続
分
（
指
定
相
続

分
）
が
定
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、

相
続
債
務
に
関
し
て
は
、
原
則
と

し
て
法
定
相
続
分
に
従
っ
た
割
合

で
各
相
続
人
が
承
継
す
る
（
判

例
）。
指
定
相
続
分
で
の
承
継
を

認
め
る
と
、
債
務
を
返
済
す
る
資

力
の
な
い
相
続
人
に
相
続
債
務
を

全
て
承
継
さ
せ
る
遺
言
が
さ
れ
た

場
合
な
ど
、
債
権
者
に
不
測
の
損

害
が
生
じ
う
る
た
め
で
あ
る
。
た

だ
し
、
債
権
者
の
側
か
ら
指
定
相

続
分
に
基
づ
い
て
請
求
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

②　

改
正
法
案
の
内
容　

　

現
行
の
取
扱
い
を
明
文
化
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

③　

実
務
へ
の
影
響

　

現
行
の
取
扱
い
の
明
文
化
で
あ

り
、
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【
７
】
施
行
日

　

原
則
と
し
て
公
布
日
か
ら
１
年

以
内
（
た
だ
し
、
居
住
権
お
よ
び

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
に
つ

い
て
は
公
布
日
か
ら
２
年
以
内
、

自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
緩
和
に
つ

い
て
は
公
布
日
か
ら
６
カ
月
以

内
）
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
。
な
お
、
預
貯
金
の
仮

払
い
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
施

行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い

て
も
適
用
さ
れ
る
（
経
過
措
置
）。

 （
株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調

査
部　

制
度
調
査
課
）


